
単
独
埋
葬
用
の
横
穴
系
埋
葬
施
設
で
あ
る
横
口
式
石
榔
は
、
薄
層
化
が
進
む
七
世
紀
前
半
に
、
河
内
南
部
の
古
墳
か
ら
出
現
し
た
と

考
え
ら
れ
、
七
世
紀
後
半
か
ら
は
大
和
地
域
の
天
皇
陵
や
有
力
豪
族
層
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
横
口
式
石
榔
は
当
時
の
中
心
的
な
勢
力
（
Ⅱ
ヤ
マ
ト
政
権
）
が
蟠
踞
し
た
地
域
に
分
布
し
て
い
る
が
、
東
日
本
で
も
横
口
式
石
榔

を
採
用
し
た
古
墳
が
一
部
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
心
的
な
分
布
域
で
あ
る
河
内
・
大
和
地
域
の
も
の
に
対
し
、
あ
く
ま
で

例
外
的
な
存
在
で
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
影
響
を
受
け
た
豪
族
・
地
域
と
い
う
限
定
的
な
評
価
に
と
ど
ま
る
例
が
多
い
。
本
稿
で
は
東
日
本

の
横
口
式
石
榔
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
構
造
的
特
徴
の
考
察
お
よ
び
畿
内
の
石
榔
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
七
世
紀
代
に
お
け
る
ヤ
マ

ト
政
権
と
東
日
本
の
関
係
を
推
察
す
る
。

東
日
本
の
横
口
式
石
榔

は
じ
め
に

岩
井
直
人
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（
一
）
研
究
史

横
口
式
石
榔
は
使
用
さ
れ
た
時
期
・
地
域
が
限
定
的
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
構
造
・
使
用
石
材
等
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に

多
く
、
そ
の
定
義
や
型
式
分
類
は
各
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
構
の
特
性
と
研
究
現
状
と
が
相
ま
っ
て
、
性

格
や
変
化
を
捉
え
る
の
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
本
題
に
入
る
前
に
、
研
究
史
を
概
観
し
て
横
口
式
石
榔
に
対

す
る
現
状
で
の
理
解
を
纏
め
て
お
く
。

堀
田
啓
一
氏
は
、
特
異
な
埋
葬
施
設
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
「
横
口
式
石
棺
」
と
し
て
集
成
・
分
析
し
、
六
世
紀
末
葉
な

い
し
七
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
ま
で
の
も
の
は
「
石
棺
の
発
展
し
た
系
統
」
と
「
石
室
の
縮
小
し
た
系
統
」
の
二
系
統
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
、
両
者
の
技
術
が
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
「
く
り
抜
き
式
」
と
「
組
み
合
わ
せ
式
」
の
石
榔
に
引
き
継
が
れ
る

（
１
）

と
想
定
し
た
。
ま
た
各
々
の
立
地
の
特
徴
か
ら
、
そ
の
被
葬
者
に
相
違
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

猪
熊
兼
勝
氏
は
、
飛
鳥
時
代
の
墓
室
を
横
穴
式
石
室
と
石
棺
式
石
室
（
横
口
式
石
榔
）
に
大
別
し
、
横
口
式
石
榔
は
、
観
音
塚
型
．

（
２
）

鬼
同
俎
型
・
高
松
塚
型
の
三
種
類
に
細
別
し
た
。
こ
れ
ら
三
者
の
祖
形
と
し
て
大
阪
府
富
田
林
市
お
亀
石
古
墳
を
挙
げ
、
七
世
紀
初
頭

か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
「
複
雑
性
か
ら
簡
素
化
」
へ
と
変
化
し
て
い
く
編
年
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
分
類
と
編
年
の
結
果
と
し

て
、
大
化
二
年
三
月
甲
申
詔
に
み
ら
れ
る
造
墓
規
制
い
わ
ゆ
る
大
化
薄
葬
令
に
関
し
て
、
石
室
縮
小
化
は
そ
の
多
様
化
と
符
合
し
た
も

の
で
、
七
世
紀
初
頭
か
ら
見
ら
れ
る
こ
の
現
象
は
薄
葬
令
施
行
と
時
期
的
に
矛
盾
し
て
い
る
た
め
、
詔
を
縮
小
化
の
原
因
と
す
る
の
は

誤
り
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
ま
た
石
榔
の
成
立
に
関
し
て
、
間
接
的
に
高
句
麗
土
浦
里
一
号
墳
の
影
響
が
あ
り
、
奈
良
県
香
芝
市
平

一
横
口
式
石
榔
の
研
究
史
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令
の
施
行
を
考
え
て
い
る
。

山
本
彰
氏
は
、
横
口
式
石
榔
の
集
成
お
よ
び
型
式
分
類
を
行
い
、
前
室
・
羨
道
を
有
す
る
も
の
は
群
集
墳
中
に
多
く
、
玄
室
の
み
の

も
の
に
対
し
て
古
く
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
凝
灰
岩
使
用
石
榔
は
単
独
墳
が
多
く
、
七
世
紀
中
頃
か
ら
出
現
し
始
め
る
と
し
た
。
ま

た
こ
れ
と
は
別
に
、
Ａ
系
列
Ⅱ
石
榔
が
奥
室
的
性
格
を
持
つ
系
列
、
Ｂ
系
列
Ⅱ
石
棺
（
榔
）
が
変
化
し
た
系
列
、
Ｃ
系
列
Ⅱ
石
室
が
変

（
４
）

化
し
た
系
列
に
分
け
ら
れ
、
系
列
ご
と
に
系
譜
が
追
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
山
本
氏
は
先
述
し
た
凝
灰
岩
使
用
石
榔
が
出
現
し
た
七

世
紀
中
頃
は
、
使
用
尺
度
や
棺
の
材
質
等
で
も
変
化
が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
画
期
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
原
因
と
し
て
大
化
薄
葬

も
同
様
に
言
及
し
て
い
る
。

山
本
彰
氏
は
、
横
口
式
一

（
３
）

野
塚
穴
山
古
墳
の
よ
う
な
切
石
積
石
室
は
百
済
陵
山
里
一
号
墳
と
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
広
瀬
和
雄
氏

そ
の
後
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
よ
っ
て
、
横
口
式
石
榔
の
系
譜
や
出
現
に
つ
い
て
の
共
通
見
解
が
纏

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
①
出
現
の
問
題
に
関
し
て
、
七
世
紀
第
二
四
半
期
に
何
ら
か
の
理
由
で
横
口
式
石
榔
が
出
現
し
た
と
い

う
考
え
方
と
七
世
紀
初
頭
に
群
集
墳
中
か
ら
出
現
す
る
と
い
う
考
え
方
の
二
種
類
の
可
能
性
に
分
け
ら
れ
る
、
②
起
源
・
系
譜
に
関
し

て
は
、
外
部
か
ら
の
影
響
に
よ
り
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
特
に
百
済
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
、
③
渡
来
系
氏
族
の
多
い
南
河
内
に

（
５
）

お
い
て
出
現
し
た
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
共
通
認
識
が
得
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
阪
府
南
河
内
郡
河
南
町
シ
シ
ョ
ッ
カ
古
墳
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
花
崗
岩
切
石
に
よ
る
横
口
式
石
榔
が
発
見
さ
れ
、

出
土
須
恵
器
か
ら
六
世
紀
末
葉
頃
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
横
口
式
石
榔
初
源
期
の
様
相
や
年
代
観
を
見
直
す
必
要
が
生
じ

（
６
）た

。
山
本
氏
は
シ
シ
ョ
ッ
カ
古
墳
石
榔
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
を
含
む
古
式
の
横
口
式
石
榔
は
高
麗
尺
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
大
化

前
代
の
も
の
は
羨
道
・
前
室
を
有
し
た
、
一
代
に
限
っ
て
造
営
が
許
さ
れ
た
渡
来
系
氏
族
の
単
葬
墓
で
あ
る
こ
と
、
大
化
以
後
、
羨

道
・
前
室
が
消
失
す
る
の
は
薄
葬
令
の
施
行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
シ
シ
ョ
ッ
カ
古
墳
石
榔
が
示
す
、
六
世
紀
末
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葉
に
お
け
る
切
石
技
術
の
存
在
か
ら
、
そ
れ
ま
で
切
石
技
術
の
祖
形
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
岩
屋
山
式
石
室
」
を
七
世
紀
第
三
四
半
期

以
降
と
す
る
白
石
太
一
郎
氏
の
年
代
観
に
疑
義
を
示
し
、
横
口
式
石
榔
の
み
な
ら
ず
横
穴
式
石
室
を
含
め
た
七
世
紀
の
墓
制
に
再
考
を

（
７
）

促
し
た
。
安
村
俊
史
氏
は
、
シ
シ
ョ
ッ
ヵ
古
墳
が
横
口
式
石
榔
の
祖
形
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
以
降
の
横
口
式
石
榔
の
普
及
を
、
個
人

（
８
）

重
視
へ
と
変
化
し
た
政
治
体
制
の
反
映
と
し
て
の
単
葬
化
で
あ
る
と
読
み
取
っ
た
。
ま
た
、
山
本
氏
同
様
、
切
石
技
術
が
六
世
紀
末
葉

に
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
「
岩
屋
山
式
石
室
」
の
年
代
観
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
横
口
式
石
榔
に
お
け
る
羨
道
・

前
室
の
消
失
を
七
世
紀
後
葉
と
し
、
大
化
の
薄
葬
令
に
よ
る
規
制
を
想
定
す
る
よ
り
も
七
世
紀
後
葉
に
別
の
規
制
が
行
わ
れ
た
と
考

え
、
薄
葬
令
施
行
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
点
で
、
山
本
氏
の
見
解
と
異
な
る
。
た
だ
、
両
者
の
共
通
見
解
と
し
て
、
シ
シ
ョ
ッ
カ
古

墳
石
榔
は
横
口
式
石
榔
の
初
源
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
切
石
技
術
か
ら
読
み
取
れ
る
「
岩
屋
山
式
石
室
」
年
代
観
へ
の
疑
問
が

挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
研
究
史
上
重
要
な
見
解
で
あ
る
。

以
上
、
や
や
冗
長
と
な
っ
た
が
横
口
式
石
榔
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
し
た
。
各
研
究
者
に
よ
っ
て
型
式
分
類
や
歴
史
的
意
義
に
つ

い
て
の
意
見
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
石
榔
の
変
化
の
方
向
性
や
系
譜
に
関
す
る
意
見
な
ど
、
共
通
す
る
部
分
も

見
受
け
ら
れ
る
。
横
口
式
石
榔
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
現
状
で
得
ら
れ
て
い
る
共
通
見
解
と
し
て
、

一
・
構
造
的
に
、
石
室
が
変
化
し
た
も
の
と
石
棺
が
変
化
し
た
も
の
に
加
え
、
石
榔
に
羨
道
や
前
室
を
付
加
し
た
も
の
（
猪
熊
氏
分

類
の
観
音
塚
型
、
山
本
氏
の
Ａ
系
列
に
相
当
）
に
大
別
で
き
、
羨
道
・
前
室
付
加
の
も
の
は
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

二
．
シ
シ
ョ
ッ
カ
古
墳
や
お
亀
石
古
墳
石
榔
な
ど
か
ら
、
六
世
紀
後
葉
な
い
し
七
世
紀
初
頭
に
河
内
南
部
に
お
い
て
出
現
し
た
可
能

性
が
高
く
、
成
立
に
は
朝
鮮
半
島
の
墓
制
の
影
響
、
特
に
百
済
系
の
渡
来
氏
族
が
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
横
口
式
石
榔
が
横
穴
式
石
室
と
明
確
に
分
け
ら
れ
る
構
造
的
特
徴
と
し

て
、
各
研
究
者
間
で
共
通
し
て
い
る
点
は
、
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三
．
横
口
式
石
榔
は
、
玄
壱

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
．
横
口
式
石
榔
は
、
玄
室

こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
「
横
口
式
石
榔
」
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
研
究
史
か
ら
得
ら
れ
た

三
点
の
共
通
見
解
を
基
に
、
筆
者
と
し
て
の
分
類
基
準
を
設
定
し
て
い
く
。

ウ
．
石
棺
拡
大
型

ア
は
、
棺
を
安
置
す
る
奥
室
に
前
室
・
羨
道
を
付
加
し
た
タ
イ
プ
を
指
す
。
奥
室
に
比
べ
、
前
室
・
羨
道
が
幅
広
で
、
奥
室
が
一
段

高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
大
阪
府
羽
曳
野
市
観
音
塚
古
墳
な
ど
の
南
河
内
に
分
布
す
る
石
榔
が
好
例
で
あ

（
９
）る
。
イ
は
、
切
石
使
用
の
横
穴
式
石
室
が
縮
小
し
た
型
式
の
も
の
で
、
切
石
を
数
枚
組
み
合
わ
せ
て
石
榔
を
構
築
す
る
も
の
が
主
体
で

（
い
〕

あ
る
。
奈
良
県
平
野
塚
穴
山
古
墳
や
奈
良
県
中
尾
山
古
墳
が
好
例
で
あ
る
。
ウ
は
、
内
部
構
造
の
主
体
が
石
棺
に
あ
り
、
石
棺
周
囲
の

（
皿
）

室
・
榔
構
造
が
消
失
し
て
石
棺
が
「
榔
化
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
亀
石
古
墳
や
松
井
塚
古
墳
、
鳥
谷
口
古
墳
が
好
例
で
あ
る
。

設
定
し
た
分
類
基
準
を
も
と
に
、
東
日
本
の
横
口
式
石
榔
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
横
口
式
石
榔
の
分
類
基
準

前
節
の
前
提
を
基
礎
と
し
て
、
横
口
式
石
榔
を
分
類
す
る
。
先
述
の
通
り
、
横
口
式
石
榔
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
さ
か
ら
い
く
ら

で
も
細
分
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
横
口
式
石
榔
の
変
化
の
方
向
性
を
巨
視
的
に
と
ら
え
、
以
下
の
三
タ
イ
プ
に
大
別
す
る
。

部
分
に
床
石
を
有
す
る
。

ア
．
奥
室
中
心
型

イ
．
石
室
縮
小
型
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池
上
悟
氏
は
、
石
室
・
石
榔
構
築
時
の
使
用
尺
度
か
ら
終
末
期
古
墳
を
研
究
し
た
な
か
で
、
東
日
本
を
含
む
畿
内
以
外
の
地
域
に
つ

（
聰
）

い
て
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
池
上
氏
は
、
東
日
本
に
つ
い
て
、
千
葉
県
富
津
市
割
見
塚
古
墳
・
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
虎
塚
古
墳
・
群

馬
県
渋
川
市
虚
空
蔵
塚
古
墳
を
挙
げ
て
お
り
、
三
古
墳
の
石
榔
と
も
基
準
長
三
○
セ
ン
チ
使
用
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
割
見
塚
石
榔
は

畿
内
の
石
榔
と
類
似
す
る
も
の
の
、
使
用
尺
度
の
違
い
か
ら
時
期
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
、
虎
塚
・
虚
空
蔵
塚
石
榔
は
構
造
的
に
平
野

塚
穴
山
石
榔
と
類
似
す
る
が
、
使
用
石
材
が
小
型
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
割
見
塚
石
榔
は
、
「
埋
葬
用
の
小
空
間
と
し
て
の
棺

室
部
施
設
と
い
う
構
造
的
特
質
の
地
方
に
お
け
る
受
容
」
、
虎
塚
・
虚
空
蔵
塚
石
榔
は
、
「
主
体
部
の
企
画
と
し
て
の
地
方
に
お
け
る
受

容
」
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
を
受
け
、
東
日
本
に
分
布
す
る
横
口
式
石
榔
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
よ
り

（
蝿
）

詳
し
く
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
池
上
氏
は
五
類
型
を
設
定
し
て
お
り
、
一
は
福
島
県
白
河
市
谷
地
久
保
古
墳
の
よ
う
な
、
畿
内
横

口
式
石
榔
を
直
接
的
に
表
出
す
る
も
の
、
二
・
三
は
虎
塚
・
虚
空
蔵
塚
古
墳
石
榔
に
見
ら
れ
る
地
方
型
横
口
式
石
榔
、
四
は
在
地
型
石

室
と
の
折
衷
型
で
、
割
見
塚
古
墳
が
当
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
。
五
類
型
は
割
見
塚
古
墳
と
同
じ
内
裏
塚
古
墳
群
に
属
す
る
、
千
葉
県

富
津
市
森
山
塚
古
墳
の
よ
う
な
、
横
口
式
石
榔
の
構
成
要
素
を
一
部
取
り
入
れ
た
横
穴
式
石
室
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

〃
で
、
０

（
｜
）
東
日
本
の
横
口
式
石
榔
に
関
す
る
研
究
現
状

横
口
式
石
榔
の
分
布
の
特
性
上
、
研
究
は
大
和
・
河
内
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
他
地
域
に
関
し
て
は
、
出
雲
の
石
棺
式
石
室
を
除

い
て
、
そ
の
研
究
は
後
進
的
で
あ
る
。
具
体
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、
東
日
本
に
焦
点
を
当
て
た
横
口
式
石
榔
の
研
究
を
概
観
し
て
お

二
束
日
本
の
横
口
式
石
榔
に
つ
い
て
の
考
察
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伊
藤
聖
浩
氏
は
東
日
本
を
含
め
た
日
本
全
国
の
横
口
式
石
榔
の
分
布
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
分
布
の
特
徴
か
ら
、
各
地
域
に
お

け
る
同
時
期
の
埋
葬
施
設
は
横
穴
式
石
室
が
主
体
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
埋
葬
施
設
系
譜
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
、
畿
内
の
石
榔
に

か
な
り
近
い
形
態
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
畿
内
の
渡
来
系
氏
族
や
中
央
官
人
層
と
近
し
い
関
係
」
の
人
物
や
「
都
に
出
仕
し
て

（
Ｍ
）

い
た
」
人
物
の
古
墳
構
築
に
際
し
、
畿
内
の
石
榔
造
営
集
団
が
派
遣
さ
れ
、
故
地
で
埋
葬
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

調
査
史
と
し
て
は
、
福
島
県
白
河
市
で
発
掘
さ
れ
た
野
地
久
保
古
墳
が
、
横
口
式
石
榔
を
有
す
る
上
円
下
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
同
様
に
畿
内
の
も
の
と
近
似
し
た
横
口
式
石
榔
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
同
市
の
谷
地
久
保
古
墳
と
と
も
に
注
目

こ
の
よ
う
に
、
東
日
本
の
横
口
式
石
榔
に
関
す
る
論
究
・
調
査
は
と
も
に
少
な
く
、
わ
ず
か
に
畿
内
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
東
日
本
に
分
布
す
る
横
口
式
石
榔
を
畿
内
の
石
榔
と
比
較
検
討
し
、
東
日
本
の
七
世
紀

代
の
様
相
を
推
察
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
前
章
で
設
定
し
た
畿
内
の
横
口
式
石
榔
研
究
を
踏
ま
え
た
分
類
基

準
に
則
し
て
、
東
日
本
の
石
榔
を
分
類
し
、
具
体
的
な
考
察
に
入
っ
て
い
く
。

（
二
）
分
類

筆
者
の
示
し
た
前
提
・
分
類
基
準
に
当
て
は
ま
る
、
東
日
本
の
横
口
式
石
榔
を
有
す
る
古
墳
は
、
管
見
の
知
る
限
り
八
例
を
数
え

る
。
そ
れ
ら
を
類
型
ご
と
に
構
造
的
特
徴
を
観
察
し
、
同
類
型
の
畿
内
横
口
式
石
榔
と
比
較
す
る
（
表
一
）
。

（
脇
）

奥
室
中
心
型
に
該
当
す
る
も
の
は
、
千
葉
県
富
津
市
割
見
塚
古
墳
、
栃
木
県
上
三
川
町
多
功
大
塚
山
古
墳
の
二
例
で
あ
る
（
図
一
）
。

両
古
墳
と
も
方
墳
で
あ
る
。
割
見
塚
古
墳
は
玄
室
の
前
面
に
幅
の
広
い
前
室
・
後
室
・
羨
道
を
付
加
す
る
構
造
、
多
功
大
塚
山
古
墳
は

羨
道
・
玄
室
が
同
じ
高
さ
で
あ
る
が
、
玄
室
幅
よ
り
羨
道
幅
が
広
い
構
造
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
石
榔
構
造
に
つ
い
て
は
そ
れ

（
鳩
）

さ
れ
た
。
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共
通
し
て
い
る
。

石
室
縮
小
型
は
、
福
島
県
白
河
市
谷
地
久
保
古
墳
・
野
地
久
保
古
墳
、
群
馬
県
渋
川
市
虚
空
蔵
塚
古
墳
、
群
馬
県
前
橋
市
蛇
穴
山
古

（
ｒ
）

墳
の
四
例
が
当
て
は
ま
る
（
図
二
）
。
石
榔
構
造
は
、
谷
地
久
保
古
墳
・
野
地
久
保
古
墳
・
蛇
穴
山
古
墳
が
床
石
を
除
く
各
壁
を
一
枚

の
切
石
で
構
成
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
虚
空
蔵
塚
古
墳
は
床
石
を
含
む
各
部
を
複
数
の
角
閃
石
安
山
岩
切
石
で
構
成
し
て
い

る
点
で
異
な
る
が
、
玄
門
部
外
面
の
扉
石
受
け
の
割
り
込
み
は
、
谷
地
久
保
古
墳
・
蛇
穴
山
古
墳
で
も
見
ら
れ
る
。

（
肥
）

石
棺
拡
大
型
は
、
群
馬
県
高
崎
市
安
楽
寺
古
墳
、
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
洞
古
墳
で
あ
る
（
図
三
）
。
安
楽
寺
古
墳
石
榔
は
玄
室
天
井
．

床
面
を
掘
り
込
み
、
石
榔
を
石
棺
に
似
せ
て
造
作
し
て
い
る
が
、
洞
古
墳
石
榔
は
、
小
口
部
分
に
横
口
を
持
つ
家
型
石
棺
と
、
横
口
を

除
く
周
囲
に
護
壁
を
巡
ら
す
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
で
構
造
は
異
な
る
も
の
の
、
石
棺
を
埋
葬
施
設
の
中
心
と
し
て
い
る
点
で
は

ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
東
日
本
に
分
布
す
る
横
口
式
石
榔
を
分
類
し
た
。
構
造
上
の
至
近
性
に
よ
っ
て

分
類
で
き
た
も
の
の
、
具
体
的
な
共
通
性
は
低
く
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
い
横
口
式
石

榔
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
同
類
型
内
に
お
い
て
分
布
地
域
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
石
榔
構
造
が
地
域
性
を
表
出
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）
畿
内
横
口
式
石
榔
と
の
共
通
性
（
図
一
～
三
参
照
）

次
に
、
各
類
型
の
横
口
式
石
榔
と
畿
内
の
横
口
式
石
榔
の
共
通
性
を
考
察
し
、
東
日
本

の
横
口
式
石
榔
の
系
譜
関
係
を
推
測
す
る
。

奥
室
中
心
型
は
、
先
述
の
通
り
南
河
内
の
横
口
式
石
榔
が
好
例
と
し
て
当
て
は
ま
る
。
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石榔規模

全憂11.7m、玄室幅94cm×奥行160cm、後

室幅213cm×奥行239cm、前室幅215Cmx

奥行223cm

推定長5.3m、玄室幅220cm×奥行350cm

全長3.73m、玄室幅130cm×奥行312cm

玄室幅261cm×奥行3m

玄室床面積幅l38cmx奥行144.5cm×高さ

119.0cm

玄室床面想定幅128～130cm×奥行183～

194cm×高さ97cm

全長約4.5m、玄室幅2"cm×奥行145cm

石棺部分内法短軸約105cm×長輔約200cm



東日本の横口式石榔

表1 東日本の横口式石榔集成表（註15．16． 17．18より箪者作成）

特
に
大
阪
府
観
音
塚
古
墳
石
榔
と
割
見
塚
古
墳
石
榔
は
、
奥
室
（
玄
室
）
前
面
の
室
数
は

異
な
る
も
の
の
石
榔
の
構
成
と
し
て
は
近
似
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
多
功
大
塚
山
古
墳
石

榔
に
見
ら
れ
る
、
玄
室
幅
よ
り
羨
道
幅
が
広
い
構
造
は
、
河
内
南
部
地
域
の
横
口
式
石
榔

で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

石
室
縮
小
型
の
虚
空
蔵
塚
古
墳
石
榔
は
、
複
数
枚
の
石
材
を
床
石
に
用
い
る
点
で
奈
良

県
平
野
塚
穴
山
古
墳
と
共
通
し
て
お
り
、
石
榔
規
模
も
近
い
が
、
池
上
氏
の
言
う
よ
う
に

使
用
石
材
が
小
型
化
し
て
い
る
。
平
野
塚
穴
山
古
墳
石
榔
は
百
済
陵
山
里
一
号
墳
石
榔
に

系
譜
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
直
線
的
な
右
前
庭
側
壁
に
対
し
左
前
庭
側

壁
が
若
干
開
く
平
面
形
や
使
用
石
材
の
大
き
さ
な
ど
の
点
か
ら
、
平
面
形
の
み
で
い
え
ば

一
脚
）

虚
空
蔵
塚
古
墳
は
む
し
ろ
陵
山
里
一
号
墳
石
榔
と
の
共
通
性
が
高
い
。
そ
の
他
、
谷
地
久

保
・
野
地
久
保
・
蛇
穴
山
古
墳
は
、
石
榔
各
壁
を
一
枚
で
構
成
し
て
い
る
が
、
同
様
の
石

榔
は
奈
良
県
明
日
香
村
中
尾
山
古
墳
石
榔
に
最
も
近
く
、
石
榔
壁
面
を
一
枚
の
切
石
で
組

み
合
わ
せ
る
構
造
は
大
和
南
部
（
飛
鳥
）
地
域
の
石
榔
に
多
く
み
ら
れ
る
。

石
棺
拡
大
型
の
う
ち
、
安
楽
寺
古
墳
石
榔
の
よ
う
に
、
石
棺
の
平
部
に
横
口
を
設
け
た

石
榔
の
事
例
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
奈
良
県
葛
城
市
烏
谷
口
古
墳
石
榔
で
み
ら
れ
る
。
両

者
を
比
較
す
る
と
、
烏
谷
口
古
墳
石
榔
は
、
天
井
石
に
家
型
石
棺
蓋
石
、
側
壁
の
一
部
に

も
家
型
石
棺
部
材
を
流
用
し
た
組
み
合
わ
せ
式
の
家
型
石
棺
状
に
な
っ
て
い
る
が
、
安
楽

寺
古
墳
は
、
組
み
合
わ
せ
式
の
石
榔
の
天
井
・
床
石
を
掘
り
込
み
石
棺
状
に
造
作
し
て
い
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古墳名 所在地 墳形 規模(m) 分類

1 割見塚古墳 千葉県富津市 方墳 一辺40m 奥室中心型

2 多功大塚山古墳 栃木県河内郡上三川町 方墳 一辺53.8m 奥室中心型

3 虚空蔵塚古墳 群馬県渋川市 円墳or方墳？ 一辺13m 石室縮小型

4 蛇穴山古墳 群馬県前橋市 方墳 一辺39m 石室縮小型

5 谷地久保古墳 福島県白河市 円墳 一辺17m 石室縮小型

6 野地久保古墳 福島県白河市 上円下方墳 下方部一辺16m

上円部径約10m

石室縮小型

7 安楽寺古墳 群馬県高崎市 円噴？
へ
餌
。
■ 石棺拡大型

8 洞古墳 静岡県伊豆の国市
勾
〆
ｖ
●

内
〆
。
。 石棺拡大型
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ロ

虚空蔵塚古墳垣］～

L=ｰ､

煮型庇
一

掴二
蛇穴山古墳

－

にI二m□

上:百済･陵山里1号埴下:大和･平野塚火山古噴

4鰯
谷地久保古墳雌定）

灘R ｣m

中尼山古墳

10， 15，17より）

野地久保古墳雛定）

図2石室縮小型（註3、

”

十十十十&『L制
■＝■■I

1



ｰ

2m

嘗
鍾

､ ﾛ 』

礁

1

=石戸壽-＝二

安楽寺古墳

烏谷口古域

‐

ー一

河内・お■石古填

－

洞古墳
0 罰
トー写可一T一一一一

、

一
作
一
一
一

一一

一
一

一
一

司内・挫井唾墳

図3石棺拡大型（註11・奈良県立檀原考古学研究所1994、註18より）

96

邸



東日本の横口式石榔

分
類
ご
と
に
東
日
本
の
横
口
式
石
榔
の
系
譜
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、
奥
室
中
心
型
・
石
棺
拡
大
型
の
洞
古
墳
石
榔
は
河
内
南
部
地

域
、
石
室
縮
小
型
は
大
和
南
部
（
飛
鳥
）
地
域
に
系
譜
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
上
野
地
域
の
虚
空
蔵
塚
古
墳
石
榔
は
百
済
陵
山
里
一
号

墳
石
榔
と
平
面
形
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
安
楽
寺
古
墳
石
榔
は
在
地
墓
制
に
横
口
式
石
榔
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
な
ど
が
推
測
さ
れ

た
。

（
四
）
編
年
的
考
察

東
日
本
に
限
ら
ず
、
横
口
式
石
榔
を
持
つ
古
墳
は
出
土
遺
物
が
少
な
く
、
年
代
比
定
に
関
し
て
は
自
ず
と
石
榔
の
型
式
変
遷
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
も
型
式
変
遷
に
重
点
を
置
き
、
畿
内
横
口
式
石
榔
の
編
年
に
関
す
る
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
に

見
ら
れ
る
出
土
遺
物
を
定
点
と
し
て
、
編
年
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
横
口
式
石
榔
研
究
に
お
け
る
共
通
見
解
と
し
て
挙
げ
た
も
の
の
う
ち
、
羨
道
・
前
室
を
付
加
し
た
構
造
の
石
榔
は
古
く
位
置

付
け
ら
れ
る
と
い
う
点
に
着
目
す
る
と
、
石
室
縮
小
型
・
石
棺
拡
大
型
に
先
行
し
て
奥
室
中
心
型
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。

奥
室
中
心
型
の
う
ち
、
割
見
塚
古
墳
石
榔
前
庭
部
か
ら
鉄
製
杏
葉
四
以
上
・
鉄
製
鏡
板
一
な
ど
の
馬
具
類
、
鉄
鍍
三
八
片
、
須
恵
器

れ
る
。
ま
た
家
型
石
棺
の
構
造
を
皿

も
近
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
釦
）

る
。
両
者
の
構
造
的
相
違
点
と
、
上
野
地
域
に
お
け
る
家
型
石
棺
埋
葬
事
例
に
関
す
る
小
林
修
氏
の
研
究
を
参
考
に
す
る
と
、
鳥
谷
口

古
墳
石
榔
と
安
楽
寺
古
墳
石
榔
に
系
譜
関
係
は
見
出
し
が
た
く
、
む
し
ろ
安
楽
寺
古
墳
石
榔
は
在
地
的
な
墓
制
に
横
口
式
石
榔
を
取
り

入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
洞
古
墳
石
榔
は
、
石
棺
そ
の
も
の
を
石
榔
に
し
、
そ
の
周
囲
に
護
壁
を
積
み
上
げ
る
点
か
ら
、

大
阪
府
お
亀
石
古
墳
や
同
府
南
河
内
郡
太
子
町
松
井
塚
古
墳
な
ど
、
河
内
南
部
地
域
で
複
数
分
布
す
る
同
様
の
石
榔
に
系
譜
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
家
型
石
棺
の
構
造
を
比
較
す
る
と
、
縄
掛
突
起
が
消
失
し
て
お
り
、
同
様
の
石
棺
を
主
体
と
す
る
松
井
塚
古
墳
石
榔
が
最
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紀
中
葉
前
後
を
想
定
し
て
お
く
。

（
副
）

台
付
長
頸
壺
一
、
土
師
器
坏
三
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
畿
内
産
と
考
え
ら
れ
る
、
放
射
状
・
螺
旋
状
暗
文
を
施
し
た
土
師
器
片
や

愛
知
県
猿
投
窯
産
の
特
徴
を
持
つ
台
付
長
頸
壺
、
簡
略
化
し
た
無
関
片
刃
箭
式
を
主
体
と
し
た
長
頸
錐
な
ど
の
特
徴
か
ら
七
世
紀
後
半

の
様
相
を
呈
す
る
も
の
の
、
出
土
位
置
が
前
庭
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
築
造
年
代
と
直
結
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
奥
室

中
心
型
に
分
類
で
き
る
大
阪
府
羽
曳
野
市
鉢
伏
山
西
峰
古
墳
の
前
室
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
高
坏
が
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
飛
鳥
藤

原
京
編
年
に
お
け
る
飛
鳥
Ⅱ
に
比
定
で
き
る
点
を
参
考
に
す
る
と
、
同
類
型
に
属
す
る
割
見
塚
古
墳
石
榔
も
同
様
の
時
期
で
あ
る
七
世

（
露
）

紀
中
葉
前
後
の
築
造
を
想
定
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
多
功
大
塚
山
古
墳
で
も
静
岡
県
湖
西
窯
産
の
特
徴
を
有
す
る
、
い
わ
ゆ
る
フ

（
郵
）

ラ
ス
コ
型
の
須
恵
器
長
頚
瓶
が
出
土
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
前
庭
部
出
土
で
あ
る
。
同
類
型
の
割
見
塚
古
墳
石
榔
と
比
較
し
て
複
室

構
造
の
有
無
が
相
違
す
る
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
型
式
学
的
変
遷
で
と
ら
え
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
奥
室
に
羨
道
を

付
す
る
も
の
と
複
室
構
造
を
付
す
る
も
の
と
の
新
旧
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
同
類
型
と
し
て
扱
う
も
の
と
し
、
同
じ
く
七
世

石
室
縮
小
型
の
四
例
は
遺
物
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
型
式
的
に
は
各
壁
を
複
数
の
石
材
で
構
成
し
て
い
る
虚
空
蔵
塚
古
墳

石
榔
が
、
各
壁
一
枚
構
成
の
他
三
例
に
比
べ
て
古
く
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
玄
室
規
模
は
、
中
尾
山
古
墳
石
榔
へ

の
骨
臓
器
納
入
が
想
定
さ
れ
、
横
口
式
石
榔
の
中
で
最
も
新
し
く
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
、
玄
室
規
模
の
縮
小
傾
向

が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
壁
一
枚
構
成
の
三
例
で
は
、
蛇
穴
山
↓
谷
地
久
保
・
野
地
久
保
の
順
序
が
想
定
さ
れ
る
。
具
体

的
な
年
代
考
察
は
困
難
だ
が
、
虚
空
蔵
塚
古
墳
石
榔
と
百
済
陵
山
里
一
号
墳
石
榔
と
の
類
似
が
あ
り
、
陵
山
里
一
号
墳
の
年
代
が
百
済

滅
亡
の
六
六
○
年
前
後
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
六
六
○
年
以
降
、
七
世
紀
第
三
四
半
期
の
比
較
的
新
し
い
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ

（
割
）

る
。
そ
し
て
蛇
穴
山
古
墳
石
榔
は
、
近
接
す
る
山
王
廃
寺
石
製
品
と
同
様
の
石
材
加
工
技
術
を
有
す
る
点
を
考
慮
し
、
六
八
一
年
前
後

の
年
代
を
想
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、
山
王
廃
寺
所
用
の
「
放
光
寺
」
銘
瓦
と
高
崎
市
山
ノ
上
碑
文
中
の
「
放
光
寺
」
が
一
致
し
、
文
中
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よ
り
碑
の
建
立
年
代
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
辛
巳
歳
」
に
あ
た
る
六
八
一
年
に
は
す
で
に
「
放
光
寺
」
つ
ま
り
山
王
廃
寺
が
存
在
し
て
い

｛
露
）

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
各
壁
一
枚
構
成
の
点
で
谷
地
久
保
・
野
地
久
保
古
墳
石
榔
と
中
尾
山
古
墳

石
榔
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
中
尾
山
古
墳
石
榔
が
骨
臓
器
納
入
、
つ
ま
り
火
葬
墓
で
あ
る
可
能
性

を
考
え
る
と
、
『
続
日
本
紀
』
に
み
ら
れ
る
僧
道
昭
や
持
統
天
皇
の
火
葬
が
八
世
紀
初
頭
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
尾
山
古
墳
石
榔

（
錘
）

の
年
代
も
近
い
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
谷
地
久
保
・
野
地
久
保
古
墳
石
榔
は
、
骨
臓
器
納
入
ま
で
想
定
し
が
た
い
た
め
、
中
尾

山
よ
り
若
干
古
い
、
七
世
紀
末
葉
に
位
置
付
け
て
お
く
。

先
述
の
通
り
、
石
棺
拡
大
型
で
あ
る
洞
古
墳
石
榔
は
松
井
塚
古
墳
石
榔
と
共
通
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
松
井
塚
古

墳
石
榔
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
は
概
ね
飛
鳥
Ⅲ
段
階
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
洞
古
墳
も
同
様
の
時
期
つ
ま
り
七
世
紀
第
三
四
半
期
頃
の
築

（
”
）

造
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
安
楽
寺
古
墳
石
榔
は
、
同
じ
群
馬
県
の
総
社
古
墳
群
内
に
お
い
て
、
宝
塔
山
古
墳
石
室
内
に
家
型
石
棺
が
安

置
さ
れ
、
続
く
蛇
穴
山
古
墳
石
榔
内
に
は
石
棺
の
安
置
が
な
い
こ
と
、
蛇
穴
山
古
墳
が
七
世
紀
第
四
四
半
期
頃
を
想
定
で
き
る
こ
と
を

参
考
に
す
る
と
、
家
型
石
棺
が
埋
葬
施
設
の
主
体
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
時
期
も
し
く
は
石
棺
が
消
失
す
る
時
期
も
自
ず
と
蛇
穴
山
古

墳
と
近
い
時
期
が
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
安
楽
寺
古
墳
石
榔
も
七
世
紀
第
四
四
半
期
前
後
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
編
年
的
考
察
を
纏
め
る
と
、
七
世
紀
中
葉
の
割
見
塚
・
多
功
大
塚
山
古
墳
を
皮
切
り
に
、
七
世
紀
末
葉
ま
で
継
続
し
て
築
造

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
石
棺
拡
大
型
・
石
室
縮
小
型
に
先
行
し
て
奥
室
中
心
型
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
編
年
で
も
こ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
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編
年
的
考
察
の
結
果
、
東
日
本
へ
の
横
口
式
石
榔
の
波
及
は
、
七
世
紀
中
葉
か
ら
末
葉
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
こ
の
現
象
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
七
世
紀
中
葉
前
後
に
お
け
る
政
治
的
変
化
と
し
て
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
に
始
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
化
改
新
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。
「
日
本
書
紀
」
に
よ
る
と
、
翌
年
の
大
化
二
年
（
六
四
六
）
に
発
布
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
改
新
之
詔
」
で
は
、
①
公
地
公
民
、

〈
露
）

②
地
方
行
政
単
位
・
交
通
制
度
整
備
、
③
戸
籍
・
計
帳
と
班
田
収
授
法
策
定
、
④
税
制
の
施
行
、
が
掲
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
「
日
本
書
紀
」
記
載
内
容
に
対
す
る
信
懸
性
に
つ
い
て
、
「
改
新
之
詔
」
が
実
際
に
行
わ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
。
遠
山
美
都
男
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
詔
の
う
ち
、
特
に
②
．
③
記
載
部
分
に
つ
い
て
は
大
宝
令
の
文
章
と
重
な
る
部
分
が
多

（
釣
）

く
、
後
に
潤
色
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

こ
こ
で
奥
室
中
心
型
の
二
基
の
様
相
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
割
見
塚
古
墳
は
千
葉
県
富
津
市
の
内
裏
塚
古
墳
群
中
に
位
置
す
る
。
隣

（
鋤
）

接
す
る
三
条
塚
・
蕨
塚
古
墳
と
は
主
軸
方
向
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
群
中
の
系
譜
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
分
か
る
こ
と

は
、
南
河
内
地
域
に
近
似
し
た
石
榔
構
造
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
古
墳
群
内
の
系
譜
上
、
被
葬
者
と
し
て
外
部
か
ら
移
入
し
て
き
た
人

物
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
千
葉
県
富
津
市
は
内
陸
ル
ー
ト
以
前
の
古
東
海
道
に
お
け
る
房
総

（
机
）

半
島
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
見
方
も
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
七
世
紀
中
葉
段
階
に
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
富
津
市
付

近
に
蟠
踞
す
る
内
裏
塚
古
墳
群
被
葬
者
一
族
に
対
し
て
ヤ
マ
ト
政
権
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
の
表
れ
と
し
て
、
南
河
内
地
域

の
横
口
式
石
榔
が
突
如
と
し
て
出
現
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
多
功
大
塚
山
古
墳
に
関
し
て
も
、
東
山
道
ル
ー
ト
の
途
上
に
位
置

三
東
日
本
の
横
口
式
石
榔
が
持
つ
歴
史
的
意
義
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こ
の
よ
う
な
奥
室
中
心
型
の
様
相
を
踏
ま
え
、
再
び
「
改
新
之
詔
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
文
献
史
的
観
点
か
ら
地
方
行
政
単

位
・
交
通
制
度
の
整
備
に
関
す
る
部
分
の
信
懸
性
は
薄
い
も
の
の
、
施
策
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
実
際
に
は
交
通
の
要
衝
把
握
を
意

識
し
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
形
跡
と
し
て
、
奥
室
中
心
型
の
出
現
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通
の
要
衝
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
蛇
穴
山
と
谷
地
久
保
・
野
地
久
保
古
墳
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
者
と
も
東

山
道
ル
ー
ト
沿
い
に
位
置
し
、
谷
地
久
保
・
野
地
久
保
の
位
置
す
る
白
河
地
域
は
、
後
に
白
河
の
関
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
併
せ

る
と
、
交
通
上
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
蛇
穴
山
古
墳
の
あ
る
総
社
古
墳
群
で
は
、
七
世
紀
前
半
以
来
継
続
し
て
畿
内

の
横
穴
式
石
室
の
特
徴
を
摂
取
し
て
お
り
、
蛇
穴
山
古
墳
石
榔
を
含
め
る
と
、
畿
内
の
石
室
の
変
化
と
同
調
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

〈
認
）

れ
る
。
加
え
て
、
上
野
地
域
で
は
前
方
後
円
墳
消
滅
以
後
、
裁
石
切
組
積
石
室
を
持
つ
古
墳
が
一
定
の
間
隔
を
持
っ
て
築
造
さ
れ
て
お

（
狐
）り
、
墳
形
や
規
模
の
点
か
ら
、
総
社
古
墳
群
の
三
方
墳
（
蛇
穴
山
を
含
む
）
を
頂
点
と
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
を
纏
め
る
と
、
蛇
穴
山
古
墳
被
葬
者
は
、
交
通
の
要
衝
を
把
握
し
た
豪
族
で
あ
る
と
同
時
に
上
野
地
域
の
盟
主
的
位
置
に
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
と
っ
て
も
交
通
上
・
政
治
上
と
も
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

上
野
地
域
で
は
そ
の
他
、
七
世
紀
第
三
四
半
期
後
半
の
虚
空
蔵
塚
古
墳
、
七
世
紀
第
四
四
半
期
の
安
楽
寺
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
。

虚
空
蔵
塚
古
墳
は
、
先
述
の
通
り
奈
良
県
平
野
塚
穴
山
古
墳
石
榔
も
し
く
は
百
済
陵
山
里
一
号
墳
石
榔
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
虚

空
蔵
塚
古
墳
の
位
置
す
る
渋
川
市
を
含
む
上
野
地
域
北
部
は
、
牧
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
五
世
紀
後
半
以
降
、
高
崎
市
剣

取
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
漣
）

し
、
そ
れ
以
前
の
当
該
地
域
の
系
譜
か
ら
は
追
え
な
い
石
榔
構
造
を
有
し
て
い
る
点
か
ら
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
多
功
大
塚
山

に
関
し
て
は
、
周
辺
に
同
じ
主
軸
を
持
つ
古
墳
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
在
地
の
首
長
に
影
響
を
与
え
た
と
は
、
必
ず

し
も
言
い
難
い
部
分
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
交
通
の
要
衝
に
あ
た
る
地
域
に
南
河
内
地
域
の
石
榔
構
造
が
出
現
し
て
い
る
点
が
看
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七
世
紀
第
三
四
半
期
の
洞
古
墳
は
、
交
通
の
要
衝
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
東
海
道
ル
ー
ト
に
比
較
的
近
い
も
の
の
接
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
石
榔
構
造
に
関
し
て
は
、
松
井
塚
古
墳
を
は
じ
め
と
し
た
南
河
内
地
域
の
石
棺
拡
大
型
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
南
河
内
地
域
か
ら
の
単
発
的
な
伝
播
と
理
解
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
、
七
世
紀
中
葉
前
後
か
ら
末
葉
に
か
け
て
東
山
道
も
し
く
は
東
海
道
ル
ー
ト
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
畿
内
の
も
の
と
共
通

す
る
横
口
式
石
榔
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
豪
族
と
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
日
本
書
紀
の
記
述
そ
の
も
の
を
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
「
改
新
之
詔
」
に
お
い
て
交
通
制
度
の
整
備
が
盛
り
込
ま
れ

た
意
義
は
多
少
な
り
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
点
か
ら
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
安
楽
寺
古
墳
や
虚
空
蔵
塚
古
墳
は
こ
の
範
畷
か

ら
外
れ
る
が
、
牧
の
経
営
や
屯
倉
の
設
置
な
ど
が
背
景
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
で
は
な
く
政
策
上
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

ら
外
れ
る
が
、
牧
（

〈
弱
）

崎
長
瀞
西
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
渡
来
人
の
存
在
が
想
定
で
き
る
遺
跡
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
剣
崎
長
瀞
西
遺
跡
内
で
は
、
馬
埋

葬
土
坑
や
馬
具
が
検
出
さ
れ
、
渡
来
人
の
墓
制
の
可
能
性
が
高
い
積
石
塚
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
、
上
野
北
部

地
域
の
牧
の
経
営
に
渡
来
人
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
想
像
の
範
鴫
だ
が
、
虚
空
蔵
塚
古
墳
被
葬
者
も
そ
の

よ
う
な
役
割
を
持
つ
渡
来
系
の
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
渡
来
系
氏
族
が
造
営
に
関
与
し
て
い
た

可
能
性
は
高
い
。
安
楽
寺
古
墳
は
、
在
地
系
の
様
相
を
持
つ
横
口
式
石
榔
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
地
首
長
が
ヤ
マ
ト
政
権
と
何
ら
か
の

関
係
を
持
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
安
楽
寺
古
墳
の
位
置
す
る
高
崎
市
倉
賀
野
町
付
近
が
佐
野
屯
倉
推
定
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
楽
寺
古
墳
石
榔
出
現
の
背
景
に
、
佐
野
屯
倉
設
置
に
お
け
る
在
地
豪
族
と
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ

と
も
読
み
取
れ
る
。

（
猫
）

て
い
る
。

横
口
式
石
榔
と
渡
来
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
先
述
の
通
り
、
南
河
内
地
域
に
お
い
て
横
口
式
石
榔
が
出
現
し
た

102



東日本の横口式石榔

背
景
に
は
渡
来
系
氏
族
が
関
与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
奥
室
中
心
型
の
二
例
や
洞
古
墳
石
榔
、
虚
空
蔵
塚
古
墳
石
榔
な
ど
は
南
河
内
地

域
の
石
榔
も
し
く
は
百
済
の
石
榔
と
共
通
点
が
あ
り
、
渡
来
系
氏
族
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。
「
日
本
書
紀
」
で
は
、
六
六
五
年
以
降

（
訂
）

東
国
各
地
に
渡
来
人
を
配
置
す
る
内
容
の
記
事
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
、
横
口
式
石
榔
構
築
や
交
通
要
衝

の
確
保
、
牧
の
経
営
、
屯
倉
の
設
置
な
ど
に
際
し
、
渡
来
系
氏
族
の
技
術
・
知
識
を
動
員
す
る
こ
と
で
、
在
地
勢
力
と
関
係
を
結
ん
だ

可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

東
日
本
の
横
口
式
石
榔
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
七
世
紀
中
葉
か
ら
末
葉
に
か
け
て
築
造
さ
れ
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
交
通

上
・
政
策
上
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
蟠
踞
す
る
在
地
首
長
・
豪
族
に
働
き
か
け
た
結
果
と
し
て
、
横
口
式
石
榔
が
出
現
し
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
た
。
特
に
奥
室
中
心
型
や
虚
空
蔵
塚
古
墳
石
榔
で
は
、
渡
来
系
氏
族
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
渡
来
系
氏
族
を
動
員
す

る
こ
と
で
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
東
日
本
に
横
口
式
石
榔
が
出
現
す
る
七
世
紀
中
葉
以
降
、
日
本
列
島
内
外
で

は
、
六
四
五
年
の
大
化
改
新
や
六
六
○
年
百
済
滅
亡
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
情
勢
が
変
化
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
、

東
日
本
に
横
口
式
石
榔
を
出
現
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

註（
１
）
堀
田
啓
一
「
西
日
本
に
お
け
る
横
口
式
石
棺
の
古
墳
に
つ
い
て
」
（
「
論
集
終
末
期
古
墳
」
塙
瞥
房
一
九
七
三
）

（
２
）
猪
熊
兼
勝
「
飛
鳥
時
代
墓
室
の
系
譜
」
（
「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
研
究
論
集
Ⅲ
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
七
六
）
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（
Ⅳ
）
註
賜
に
同
じ
。

へへ

15 14
……

（焔）

白
石
太
一
郎
「
縦
内
に
お
け
る
古
墳
の
終
末
」
（
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
一
集
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
一
九
八
二
）

（
８
）
安
村
俊
史
「
終
末
期
古
墳
の
展
開
」
二
市
大
日
本
史
」
第
九
号
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
編
二
○
○
六
）

（
９
）
羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
「
羽
曳
野
の
終
末
期
古
墳
」
一
九
八
一

面
）
明
日
香
村
教
育
委
員
会
「
史
跡
中
尾
山
古
墳
環
境
整
備
事
業
報
告
番
」
一
九
七
五

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
竜
田
御
坊
山
古
墳
付
平
野
塚
穴
山
古
墳
」
一
九
七
七

（
Ⅲ
）
大
阪
府
教
育
委
員
会
「
松
井
塚
古
墳
調
査
概
報
」
一
九
五
八

奈
良
県
立
柵
原
考
古
学
研
究
所
「
鳥
谷
口
古
墳
」
一
九
九
四

富
田
林
市
教
育
委
員
会
「
新
堂
廃
寺
・
オ
ガ
ン
ジ
池
瓦
窯
跡
・
お
亀
石
古
墳
」
二
○
○
三

（
胆
）
池
上
悟
「
横
口
式
石
榔
考
」
（
「
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
」
七
九
号
立
正
大
学
文
学
部
一
九
八
四
）

（
過
）
池
上
悟
「
東
国
横
穴
式
石
榔
考
」
（
「
宗
教
社
会
史
研
究
Ⅱ
」
立
正
大
学
史
学
会
編
雄
山
閣
一
九
八
五
）

白
河
市
教
育
委
員
会
「
谷
地
久
保
古
墳
発
掘
調
査
報
告
番
（
第
四
次
調
査
）
」
二
○
○
五

「
野
地
久
保
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
」
二
○
一
○

（
焔
）
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
「
二
間
塚
遺
跡
群
確
認
調
査
報
告
書
Ⅱ
」
一
九
八
五

上
三
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
「
上
神
主
浅
間
神
社
古
墳
・
多
功
大
塚
山
古
墳
」
一
九
九
四

秋
元
陽
光
「
上
三
川
町
多
功
大
塚
山
古
墳
の
再
検
討
」
（
「
古
代
東
国
の
考
古
学
」
大
金
宣
亮
氏
追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
慶
友
社
二
○
○
五
）

富
津
市
教
育
委
員
会
編
「
千
葉
県
富
津
市
内
裏
塚
古
墳
群
総
括
報
告
轡
」
二
○
一
三

（
７
）
註
４
に
同
じ
。

（
３
）
広
瀬
和
雄
「
横
口
式
石
榔
の
編
年
と
系
譜
」
（
「
考
古
学
雑
誌
」
第
八
○
巻
第
四
号
日
本
考
古
学
会
一
九
九
五
）

（
４
）
山
本
彰
「
終
末
期
古
墳
と
横
口
式
石
榔
」
吉
川
弘
文
館
二
○
○
七

（
５
）
羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
「
河
内
飛
鳥
と
終
末
期
古
墳
横
口
式
石
榔
の
謎
」
吉
川
弘
文
館
一
九
九
八

（
６
）
大
阪
府
教
育
委
員
会
「
加
納
古
墳
群
・
平
石
古
墳
群
・
平
石
古
墳
群
」
二
○
○
九

註
５
に
同
じ
。
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（
妬
）
前
橋
市
教
育
委
員
会
「
山
王
廃
寺
平
成
二
二
年
度
調
査
報
告
」
二
○
一
二

（
妬
）
「
続
日
本
紀
」
文
武
天
皇
四
年
三
月
己
未
条
、
大
宝
三
年
一
二
月
癸
酉
条

（
幻
）
註
ｕ
・
大
阪
府
教
育
委
員
会
一
九
五
八
に
同
じ
。

（
錫
）
「
日
本
書
紀
」
大
化
二
年
春
正
月
甲
子
朔
条

（
羽
）
遠
山
美
都
男
「
敗
者
の
日
本
史
一
大
化
改
新
と
蘇
我
氏
」
吉
川
弘
文
館
二
○
一
三

群
馬
県
史
編
纂
委
員
会
編
「
群
馬
県
史
資
料
編
三
」
一
九
八
一

蛇
穴
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
従
来
横
穴
式
石
室
の
範
嚇
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
玄
室
床
面
か
ら
玄
門
前
面
が
一
段
商
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
、
こ
こ
で
は
横
口
式
石
榔
と
し
て
扱
う
。

（
肥
）
註
〃
・
群
馬
県
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
一
に
同
じ
。

伊
豆
長
岡
町
教
育
委
員
会
編
「
伊
豆
長
岡
町
史
上
巻
」
一
九
九
六

鈴
木
一
有
ほ
か
「
洞
古
墳
の
研
究
“
伊
豆
に
お
け
る
横
口
式
石
榔
」
（
「
古
代
文
化
」
第
六
五
巻
第
二
号
古
代
学
協
会
二
○
一
三
）

「
洞
古
墳
」
の
名
称
は
、
鈴
木
ほ
か
二
○
一
三
に
従
う
。

（
⑲
）
梅
原
末
治
「
扶
余
陵
山
里
東
古
墳
群
の
調
査
」
（
「
昭
和
一
二
年
度
史
蹟
調
査
報
告
」
一
九
三
八
）

（
釦
）
小
林
修
「
上
野
・
安
楽
寺
古
墳
横
口
式
石
榔
構
築
に
至
る
様
相
」
（
「
古
代
学
研
究
」
一
八
五
号
古
代
学
研
究
会
二
○
一
○
）

（
劃
）
註
陥
・
富
津
市
教
育
委
貝
会
編
二
○
一
三
に
同
じ
。

（
犯
）
伊
藤
聖
治
「
鉢
伏
山
西
峰
古
墳
」
（
「
羽
曳
野
市
史
」
第
三
巻
資
料
編
一
一
九
九
四
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
三
」
一
九
七
三

「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
六
」
一
九
七
六

「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
一
○
」
一
九
八
○

林
部
均
「
東
日
本
出
土
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
畿
内
産
土
師
器
」
（
「
考
古
学
雑
誌
」
第
七
二
巻
第
一
号
一
九
八
六
）

（
お
）
註
焔
・
上
三
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
一
九
九
四
に
同
じ
。

（
型
）
津
金
澤
吉
茂
「
古
代
上
野
国
に
お
け
る
石
造
技
術
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
「
群
馬
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
」
第
四
号
群
馬
県
立
博
物

館
一
九
八
三
）
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付
記本

稿
執
筆
に
あ
た
り
、
宮
村
誠
二
氏
』

に
、
末
筆
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
村
誠
二
氏
に

（
記
）
註
釦
に
同
じ
。

（
訂
）
「
日
本
書
紀
」

（
鋤
）
註
焔
・
富
津
市
教
育
委
員
会
編
二
○
一
三
に
同
じ
。

（
証
）
山
路
直
充
「
房
総
の
駅
路
」
（
「
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
考
古
二
」
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
二
○
○
二

（
犯
）
註
焔
・
上
三
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
一
九
九
四
、
秋
元
二
○
○
五
に
同
じ
。

栃
木
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
「
終
末
期
古
墳
と
官
衙
の
成
立
ｌ
下
野
国
河
内
郡
の
様
相
を
中
心
と
し
て
‐
Ｌ
二
○
○
八

（
詔
）
右
島
和
夫
「
東
国
古
墳
時
代
の
研
究
」
学
生
社
一
九
九
四

（
別
）
尾
崎
喜
左
雄
「
横
穴
式
古
墳
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
一
九
六
六

（
弱
）
高
崎
市
教
育
委
員
会
「
剣
崎
長
瀞
西
遺
跡
」
二
○
○
二

群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
「
新
世
紀
群
馬
郷
土
史
辞
典
」
二
○
○
三

専
修
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
「
剣
崎
長
瀞
西
五
・
二
七
・
三
五
号
墳
剣
崎
長
瀞
西
遺
跡
二
」
二
○
○
三

天
智
天
皇
五
年
是
冬
条
、
天
武
天
皇
十
三
年
五
月
甲
子
条
な
ど
が
あ
る
。

ご
協
力
。
ご
援
助
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
在
学
中
か
ら
現
在
ま
で
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
下
さ
る
須
田
勉
先
生
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